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東
京
民
医
労
勤
医
会
支
部
東
葛
分
会
の
早
朝
行
動

20
秋
闘
要
求
へ
の
回
答
指
定
日

だ
っ
た
11
月
4
日
以
降
、
6
日
現

在
の
集
約
状
況
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

昨
年
の
最
終
集
約
と
の
比
較
で

は
、
正
職
員
で
マ
イ
ナ
ス
0
・
25

カ
月
、
一
律
8
1
3
3
円
、
平
均

支
給
額
マ
イ
ナ
ス
6
万
6
0
0
7

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
の

昨
年
比
は
、
マ
イ
ナ
ス
0
・
1
9

7
カ
月
、
一
律
マ
イ
ナ
ス
1
万
9

5
5
円
、
平
均
支
給
額
マ
イ
ナ
ス

4
万
77
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
額
回
答
引
き
出
し
組
合
の
4

割
以
上
が
昨
年
実
績
よ
り
下
と
い

う
非
常
に
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
し
て
い
る
医

療
・
介
護
従
事
者
の
労
苦
に
報
い

る
回
答
、
く
ら
し
を
ま
も
る
一
時

金
の
獲
得
を
求
め
、
粘
り
強
い
た

た
か
い
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。20秋闘回答指定日翌日の11月5日に

は、「いのちと暮らしをまもれ」等の要
求を掲げた「産別統一行動」を実施。全
国で約200単組支部（事前集約数）が様々
な行動を展開しました。ご報告いただい
た中から、一部をご紹介します。

◆
東
京
民
医
労
勤
医
会
支
部
で
は
、
マ
イ
ナ

ス
0
・
7
カ
月
の
回
答
を
受
け
、
ス
ト
ラ
イ

キ
を
実
施
。
東
葛
分
会
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ

集
会
と
並
行
し
て
、
立
体
駐
車
場
か
ら
電
車

に
向
か
っ
て
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
い
、
1
6

0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
後
、
勤
医
会
支

部
は
、
11
月
26
日
の
団
体
交
渉
で
マ
イ
ナ
ス

回
答
の
撤
回
を
勝
ち
取
る
た
め
に
、
翌
27
日

に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て
た
た
か
い
ま
す
。

◆
神
奈
川
の
川
崎
医
療
生
協
労
組
、
横
福
協

労
組
、
医
療
生
協
か
な
が
わ
労
組
で
は
、
朝

宣
伝
を
実
施
。疲
弊
す
る
医
療
現
場
に
対
し
、

国
に
財
政
支
援
を
求
め
、
統
一
の
横
断
幕
を

掲
げ
て
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
神
奈
川
県

医
労
連
は
、
夏
季
一
時
金
と
年
末
一
時
金
の

回
答
状
況
に
つ
い
て
記
者
会
見
を
行
い
ま
し

た
。
柏
木
哲
哉
書
記
長
は
、「
医
療
従
事
者
は

感
染
不
安
の
中
で
懸
命
に
働
い
て
い
る
。
政

府
は『
自
助
・
共
助
』と
い
う
が
、
限
界
が
あ

る
」
と
政
府
に
よ
る
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

◆
京
都
は
、
市
内
2
カ
所
で
宣
伝
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
京
都
駅
前
24
人
、
四
条
河
原
町

40
人
が
参
加
。
参
加
し
た
看
護
師
や
介
護
職

員
は
、
「
日
々
、
緊
張
感
の
中
で
働
い
て
い

る
」
「
地
域
の
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
は

仕
事
を
や
め
ら
れ
な
い
」
と
語
り
、
医
師
や

看
護
師
の
増
員
と
社
会
保
障
制
度
の
充
実
を

求
め
、
世
論
に
訴
え
ま
し
た
。
行
動
は
テ
レ

ビ
大
阪
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
共
感
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

人
事
院
は
10
月
28
日
、
国
会

と
内
閣
に
対
し
、
職
員
の
給
与

（
月
例
給
）
に
関
す
る
報
告
を

行
っ
た
。
月
例
給
の
据
え
置
き

を
求
め
る
の
は
7
年
ぶ
り
で
あ

る
。
月
例
給
の
改
定
勧
告
を
行

わ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
人
事

院
は
、
民
間
給
与
実
態
調
査
に

よ
り
民
間
給
与
と
比
較
し
た
と

こ
ろ
、
公
務
員
の
給
与
が
0
・

04
％
（
1
6
4
円
）
上
回
っ
た

が
、
較
差
が
極
め
て
小
さ
く
、

改
定
の
必
要
は
な
い
と
判
断
し

た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今

回
の
月
例
給
に
関
す
る
報
告
に
先

駆
け
、
10
月
7
日
に
は
国
家
公
務

員
の
一
時
金
に
該
当
す
る
特
別
給

の
支
給
月
数
を
年
間
0
・
05
カ
月

引
き
下
げ
る
報
告
を
行
っ
て
お

り
、
月
例
給
が
据
え
置
き
と
な
れ

ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
対

峙
し
て
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
必
死
に
守
っ
て
い
る
公
務
労
働

者
の
奮
闘
に
対
し
て
「
賃
下
げ
」

と
い
う
冷
や
水
を
浴
び
せ
る
も
の

で
あ
り
、
強
く
抗
議
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら

国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た

め
に
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
奮
闘
す

る
公
立
病
院
や
保
健
所
な
ど
地
方

公
務
員
へ
の
影
響
が
生
じ
る
ほ

か
、
人
事
院
勧
告
に
準
拠
す
る
施

設
も
多
い
医
療
・
介
護
労
働
者
へ

の
影
響
も
深
刻
で
あ
り
、
そ
の
規

模
は
夏
期
一
時
金
を
引
き
下
げ
ら

れ
た
労
働
者
の
数
を
さ
ら
に
上
回

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
経
済
を
立
て
直

す
た
め
に
は
、
労
働
者
の
賃
上
げ

と
安
定
し
た
雇
用
の
拡
大
こ
そ
が

必
要
で
あ
り
、
公
務
員
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
停
止
は
、
今
後
民
間
に
も

波
及
し
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済

回
復
に
と
っ
て
も
強
い
悪
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。

日
本
医
労
連
は
、
こ
の
間
、
全

労
連
・
春
闘
共
闘
や
公
務
労
組
連

絡
会
と
と
も
に
、
賃
上
げ
・
内
需

拡
大
に
よ
る
景
気
回
復
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
労
働
者
の
賃
金
・
労

働
条
件
の
抜
本
改
善
等
を
求
め
て

職
場
・
地
域
で
運
動
を
展
開
し
て

き
た
。
民
間
労
働
者
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
公
務
労
働
者
の
処

遇
改
善
と
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
要

求
を
掲
げ
て
、
さ
ら
な
る
運
動
の

前
進
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
明
ら
か
に
な
っ
た
日

本
の
医
療
・
介
護
な
ど
の
脆
弱
性

を
抜
本
的
に
改
善
さ
せ
、
社
会
保

障
の
拡
充
に
む
け
、共
同
を
広
げ
、

引
き
続
き
奮
闘
す
る
決
意
で
あ

る
。

以
上

い
の
ち
ま
も
る

医
療
・
社
会
保
障

を
立
て
直
せ
！
10

・
22
総
行
動
は
、コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
従
来
の
集
会

形
式
に
加
え
て
、

動
画
配
信
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ

ル
で
成
功
し
た
と
思
う
。
デ
モ
に

よ
る
ア
ピ
ー
ル
は
な
か
っ
た
が
、

閉
会
挨
拶
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
動

画
視
聴
は
数
万
人
に
及
ぶ
だ
ろ
う

し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
に
よ
る

行
動
参
加
も
入
れ
る
と
大
き
く
広

が
っ
た
も
の
と
考
え
る
▼
ニ
ュ
ー

ス
ペ
ー
パ
ー
の
ネ
タ
で
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

病
院
は
笑
っ
た
。「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
中
、
手
術
は
35
％
引
き
」「
水

曜
日
の
手
術
は
ポ
イ
ン
ト
3
倍
」

を
き
い
て
、
2
0
0
5
年
に
上
映

さ
れ
た
映
画
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
、
患
者
さ
ま
」を
思
い
出
し
た
。

赤
字
の
病
院
を
建
て
直
す
た
め
に

「
ナ
ー
ス
指
名
制
」
「
膝
枕
点
滴
」

「
同
伴
Ｃ
Ｔ
」「
豚
骨
味
バ
リ
ウ
ム
」

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
出
て
く
る
コ

メ
デ
ィ
ー
映
画
で
あ
る
▼
い
ま
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
病
院
経
営
は
大
変

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
立

て
直
し
の
た
め
に
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ

ト
な
ど
人
件
費
抑
制
を
打
ち
出
す

病
院
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
で
は

医
療
従
事
者
は
生
活
出
来
な
い
。

コ
ロ
ナ
対
応
に
直
接
対
応
し
た
職

員
だ
け
で
な
く
病
院
全
体
で
奮
闘

し
た
こ
と
に
報
い
る
べ
き
で
あ

る
。
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
、
暮

ら
し
を
守
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
引

き
続
き
対
応
す
る
た
め
に
も
医
療

・
介
護
・
福
祉
分
野
へ
の
財
政
的
支

援
と
、
ぜ
い
弱
な
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
供
給
体
制
を
抜
本
的
に
見

直
す
こ
と
を
国
に
求
め
る
も
の
で

あ
る
。
余
談
だ
が
バ
リ
ウ
ム
の
フ

レ
イ
バ
ー
は
も
う
少
し
あ
っ
て
も

良
い
と
思
う
。

くらしまもる一時金の確保を

２０
人
事
院
勧
告

２０
人
事
院
勧
告

１３４
組
合
に
有
額
回
答

コロナ禍で厳しい経営は国の財政支援で解決をコロナ禍で厳しい経営は国の財政支援で解決を

月
例
給
の
改
定
見
送
り

月
例
給
の
改
定
見
送
り

平
均
１
・
６
４
０
カ
月
、４２
万
３
６
５
１
円

談

話

談

話書
記
長

森
田

進

11月5日11月5日

産
別
統
一
行
動
各
地
で

京都京都

２０
秋
闘

２０
秋
闘

産
別
統
一
行
動
各
地
で
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医療機関への
財政支援は
医療機関への
財政支援は 待ったなし待ったなし待ったなし待ったなし待ったなし

１０月２２日、東京・日比谷野外音楽堂で、
「＃いのちまもる 医療・社会保障を立
て直せ！１０・２２総行動」が開催されまし
た。日比谷野音には３００名以上が参加し、
オンラインでは全国５００カ所以上で視聴

され、多くの仲間とつなが
ることができました。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
で
全
国
と
一
緒
に

毎
年
に
開
催
し
て
き
た
「
秋
の

国
民
集
会
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も

と
で
職
場
・
地
域
を
離
れ
て
日
比

谷
野
音
に
来
ら
れ
な
い
仲
間
と
つ

な
が
り
励
ま
そ
う
と
、
日
比
谷
野

音
で
の
集
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
も
行

い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
む
け
て
開
設
さ
れ
た
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
は
、
「
＃
い
の
ち
ま

も
る
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
行
動
が
取
り

組
ま
れ
、
全
国
の
仲
間
が
「
医
療

・
介
護
を
守
れ
」
「
国
は
財
政
支

援
を
」
な
ど
掲
げ
て
登
場
し
、
閲

覧
数
も
18
万
回
を
越
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
野
音
で
集
会

日
比
谷
野
音
で
の
集
会
は
、
検

温
・
消
毒
・
マ
ス
ク
・
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
を
取
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
各
地
で
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
視
聴
会
が
行
わ
れ
、
ラ
イ
ブ
中

継
は
5
0
0
以
上
の
ア
ク
セ
ス
が

あ
り
、
全
国
と
集
会
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
集
会
後
の

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
も
2
千
回
以

上
視
聴
が
さ
れ
ま
し
た
。

い
の
ち
最
優
先
の
政
治
求
め
る

集
会
の
舞
台
進
行
は
、
例
年
通

り
行
わ
れ
、主
催
者
を
代
表
し
て
、

森
田
し
の
ぶ
中
央
執
行
委
員
長
が

「
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
・
介
護
・
福

祉
・
公
衆
衛
生
の
脆
弱
性
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
い
の
ち
最
優
先
へ

の
政
策
転
換
を
求
め
よ
う
。
い
の

ち
と
人
権
守
る
社
会
保
障
と
大
幅

増
員
・
処
遇
改
善
の
声
を
広
げ
よ

う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、

立
憲
民
主
党
と
日
本
共
産
党
か
ら

各
2
名
の
国
会
議
員
も
激
励
の
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。

現
場
か
ら
も
訴
え

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
リ
ア
ル

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
、
医
師
、
自
治
体
病

院
、
地
域
医
療
、
介
護
、
保
育
の

現
場
の
訴
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

介
護
で
は
東
京
医
労
連
の
久
保

遼
太
郎
さ
ん
が
「
介
護
現
場
は
密

を
避
け
ら
れ
ず
、
夏
場
も
マ
ス
ク

に
ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け
て
入
浴
介
助

な
ど
続
け
て
き
た
。
そ
の
中
で
一

時
金
は
減
り
『
も
う
疲
れ
た
』
と

い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
処
遇

改
善
と
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
が

急
務
」
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
確
認
し
、
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
も
行
い
、
閉
会

挨
拶
の
後
に
は
、東
京
医
労
連「
最

賃
音
頭
」
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

［写真上］岐阜：視聴会の
あとプラカード作りに取り
組みました。［右］道北リ
ハ室の視聴会。他にも全国
でオンライン視聴されまし
た。

２０秋キャラバン行動の一環として、各地で旺盛に自治体
要請が取り組まれています。

﹇
徳
島
﹈

11
月
6

日
、
徳
島

県
医
労
連

は
、
い
の

健
セ
ン
タ

ー
、
徳
島

労
連
、
県

社
保
協
共

同
で
県
要

請
を
行
い

ま
し
た
。

要
請
は
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
も
含
め
、
複
数
の
病
院
の
労
働
組

合
や
経
営
団
体
が
リ
ア
ル
な
実
情
を
訴
え
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
減
収
分
の
公
費
で
の
補

填
や
、
環
境
の
整
備
な
ど
、
県
独
自
の
支
援
策
、

国
へ
の
支
援
強
化
等
の
求
め
に
対
し
県
は
、
「
県

と
し
て
も
知
事
会
通
じ
て
要
請
し
続
け
て
い
る
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

﹇
山
形
﹈

10
月
12
日
、
要
請
に
は
、
渡
辺
委
員

長
の
ほ
か
、
医
療
生
協
労
組
、済
生
館
労
組
、
米
沢

市
病
労
組
な
ど
、
現
場
か
ら
の
参
加
者
が
生
の
声

を
伝
え
、県
の
政
策
に
反
映
し
て
ほ
し
い
と
訴
え

ま
し
た
。県
側
か
ら
は
、健
康
福
祉
部
部
長
以
下
、

各
担
当
課
長
が
対
応
し
ま
し
た
。そ
の
後
、吉
村
県

知
事
に
直
接
文
書
を
手
渡
し
、「
地
域
住
民
が
安
心

し
て
住
め
る
よ
う
さ
ら
な
る
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
要
請
し
、
吉
村
知
事
は
「
現
場
の
声
を
重

く
受
け
止
め
、
改
善
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
応

じ
ま
し
た
。

﹇
福
岡
﹈10
月
13

日
、
原
執
行
委

員
長
は
じ
め
11

人
が
参
加
し
県

要
請
を
実
施
し

ま
し
た
。
県
側

は
、
福
岡
県
保

健
医
療
介
護
総

務
課
な
ど
10
人
が
対
応
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
年
末
一
時
金
の
減
額
も
危
惧
さ
れ
、
看
護
師

・
介
護
職
員
の
離
職
が
懸
念
さ
れ
、
国
民
の
い
の

ち
も
ま
も
れ
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。
現
場
か
ら
、

「
コ
ロ
ナ
に
一
生
懸
命
対
応
し
て
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
経
営
は
赤
字
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
年
末

一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
か
解
ら
な
い
。
早
急
な
財

政
支
援
を
」
と
発
言
。
県
は
「
様
々
な
機
会
を
と

ら
え
、知
事
会
を
通
じ
て
国
に
要
求
し
て
い
く
」と

回
答
し
、公
的
病
院
の
再
検
証
の
見
送
り
や
、県
と

し
て
今
後
の
備
え
な
ど
の
説
明
も
受
け
ま
し
た
。

﹇
広
島
﹈
広
島
県
医
労
連
も
参
加
す
る
「
4
2
4

共
同
広
島
」
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
、
出
足
早

く
8
月
24
日
か
ら
9
月
15
日
に
か
け
て
実
施
さ

れ
、
「
公
立
・
公
的
医
療
機
関
の
再
検
証
の
白
紙

撤
回
と
地
域
医
療
構
想
の
見
直
し
を
求
め
ま
し

た
。
県
は
、
要
請
内
容
に
理
解
を
示
し
た
う
え
で
、

「
地
域
実
情
を
踏
ま
え
た
議
論
が
必
要
と
考
え
て

い
る
」
と
話
し
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
調
整
会
議

の
意
見
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

10
・
22
総
行
動
実
行
委
員
会
は
、
総
行

動
の
終
了
後
の
厚
労
省
に
要
請
を
行
い
、

三
原
じ
ゅ
ん
子
厚
労
副
大
臣
が
応
じ
ま
し

た
。日

本
医
労
連
の
森
田
し
の
ぶ
中
央
執
行

委
員
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
、医
療
・
介
護
現

場
は
、
感
染
リ
ス
ク
や
不
安
を
か
か
え
つ

つ
奮
闘
し
て
い
る
」
と
現
場
の
実
態
を
告

発
し
た
う
え
で
、
「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
国
民

の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
、
医
療
・
介
護

・
福
祉
に
十
分
な
財
源
確
保
」
と
、
「
低

医
療
費

政
策
を

転
換
さ

せ
、
十

分
な
医

療
提
供

体
制
の

確
保
が

不
可

欠
」
と

要
請
主

旨
を
説

明
し
ま

し
た
。

厚
労
副
大
臣
は
、
第
1
次
、
第
2
次
補

正
の
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
で
医
療
機
関
な
ど

に
一
定
の
支
援
が
実
施
さ
れ
て
い
る
認
識

を
示
し
、
「
今
後
も
引
き
続
き
必
要
な
財

源
を
確
保
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長
は
、
「
多
く

の
医
療
機
関
で
4
月
、
5
月
の
大
幅
減
収

に
伴
う
経
営
危
機
が
続
く
な
か
、
2
次
補

正
の
執
行
が
遅
れ
て
い
て
、
待
っ
た
な
し

の
状
態
。
早
急
に
や
っ
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
10
月
〜
12
月
に
ど
う
し
よ
う
も
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
多
く
の
国
民
が
社
会
保
障
の
自

己
負
担
に
苦
し
ん
で
お
り
、
原
則
1
割
と

な
っ
て
い
る
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負

担
に
、
2
割
負
担
を
設
け
る
な
ど
、
国
民

へ
の
負
担
増
に
つ
い
て
、
「
立
ち
止
ま
っ

て
ほ
し
い
」
と
迫
り
ま
し
た
。

同
席
し
た
実
行
委
員
会
参
加
団
体
か
ら

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
の
実
情
が
話
さ

れ
、
対
策
の
強
化
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

▼
全
国
か
ら
届
い
た
写
真
を
拡

大
し
、
客
席
に
設
置
し
ま
し
た

「
＃
い
の
ち
ま
も
る
」で
全
国
つ
な
が
る

国の責任でくらし・医療まもれ国の責任でくらし・医療まもれ
自治体要請自治体要請

徳島徳島

各地で

山形山形
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開
会
に
あ
た
り
岩
本
千
鶴
副
部

会
長
は
「
私
た
ち
が
目
指
す
社
会

保
障
の
実
現
を
求
め
、
共
に
た
た

か
う
運
動
の
先
頭
に
立
つ
の
が
民

医
連
・
生
協
部
会
の
仲
間
で
す
。

今
、医
療
・
介
護
従
事
者
の
多
く
が

自
己
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
状
況
で
す
。
打
開
す
る
た
め

に
は
、一
人
で
も
多
く
の
人
が『
お

か
し
い
！
』
と
立
ち
上
が
れ
る
よ

う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
本
集

会
で
、
11
月
4
日
の
回
答
指
定
日

に
向
け
た
交
渉
の
材
料
を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
事
業
所
で

過
半
数
組
織
を
め
ざ
そ
う

問
題
提
起
で
は
、
山
中
尚
史
部

会
長
は
「
ス
ト
配
置
な
ど
産
別
の

取
り
組
み
に
結
集
し
、
非
正
規
職

員
だ
け
で
な
く
、
医
師
の
組
合
加

入
の
促
進
な
ど
を
含
め
た
過
半
数

組
織
を
し
っ
か
り
確
保
し
『
働
き

方
改
悪
』
を
職
場
に
持
ち
込
ま
せ

な
い
取
り
組
み
を
強
め
ま
し
ょ

う
」
「
ど
ん
な
問
題
で
も
曖
昧
に

せ
ず
、
そ
の
都
度
、
断
固
と
し
て

抗
議
し
、た
た
か
い
を
進
め
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

特
別
報
告
は
参
加
者
か
ら

「
元
気
の
出
る
報
告
」

特
別
報
告
は
、
長
野
民
医
労
・

川
畑
和
章
さ
ん
よ
り
「
あ
ず
み
の

里
裁
判
勝
利
判
決
報
告
」
、
山
形

本
間
病
院
労
組
・
梶
原
拓
さ
ん
か

ら
「
本
間
病
院
の
状
況
お
よ
び
、

20
秋
闘
に
向
け
た
決
意
に
つ
い

て
」
、
東
京
民
医
労
健
生
会
支
部

・
穂
阪
健
さ
ん
か
ら
「
新
型
コ
ロ

ナ
に
か
か
わ
る
取
り
組
み
報

告
」
、
愛
知
南
医
療
生
協
労
組
・

田
島
保
利
さ
ん
か
ら
「
不
当
労
働

行
為
と
の
た
た
か
い
」
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
解
り
や
す

い
報
告
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
リ

ア
ル
な
現
地
の
状
況
を
久
々
に
聞

け
て
良
か
っ
た
」
「
山
形
の
報
告

は
、
研
究
発
表
や
症
例
等
の
手
当

に
つ
い
て
、
違
法
性
を
き
ち
ん
と

理
事
会
に
認
識
さ
せ
て
い
る
点
が

参
考
に
な
っ
た
」
「
労
組
員
の
組

合
活
動
へ
の
参
加
の
点
で
、
日
常

的
に
苦
労
し
て
い
る
の
で
、
職
場

討
議
の
組
織
の
仕
方
な
ど
、
実
践

し
て
み
た
い
」
「
愛
知
の
報
告
で

は
、
長
年
の
不
当
労
働
行
為
に
対

し
て
も
原
則
的
に
た
た
か
い
な
が

ら
組
織
拡
大
と
強
化
を
し
て
い
る

姿
勢
を
強
く
感
じ
た
」な
ど
、「
元

気
の
出
る
報
告
」
と
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

分
散
会
で
意
見
交
流

基
礎
講
座
で
実
践
も

本
集
会
で
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
機
能

を
利
用
し
、
8
つ
の
分
散
会
と
基

礎
講
座
に
分
か
れ
意
見
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
好
評
の
基
礎
講
座
で

は
、
実
践
講
座
と
し
て
模
擬
断
交

を
実
施
し
ま
し
た
。
団
体
交
渉
中

の
使
用
者
の
発
言
を
設
定
し
、
労

組
役
員
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応

す
べ
き
か
参
加
者
で
学
習
を
深
め

ま
し
た
。

３
つ
の
課
題
に

「
い
ま
こ
そ
」取
り
組
も
う

閉
会
に
あ
た
り
、
日
本
医
労
連

・
柏
木
哲
也
中
央
執
行
委
員
は
、

討
論
の
軸
を
基
本
に「
い
ま
こ
そ
」

の
3
つ
の
課
題
と
し
て
、
①
コ
ロ

ナ
禍
で
の
賃
金
闘
争
・
産
別
統
一

闘
争
の
課
題
、
②
い
の
ち
署
名
・

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
の
課

題
、
③
組
織
拡
大
・
強
化
の
課
題

を
あ
げ
て
、
「
秋
闘
の
た
た
か
い

が
、い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。『
コ

ロ
ナ
の
中
だ
か
ら
こ
そ
組
合
が
あ

っ
て
良
か
っ
た
！
』
と
、
誰
も
が

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
こ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
か
。
心
を
ひ
と
つ
に
し
ま
し
ょ

う
！
」
と
熱
く
訴
え
ま
し
た
。

１０
月
２３
日
、
民
医
連
・
生
協
労
組
全
国
交
流
集
会
は
、
日
本
医
療

労
働
会
館
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
機
能
を
併
用
し
、
開
催
し
ま
し
た
。
集
会
に

は
４５
組
織
８８
人
が
参
加
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

１１
月
２
日
、
第
５０
回
女
性
代
表
者
会
議
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ

開
催
さ
れ
、６
全
国
組
合
３５
都
道
府
県
７５
人
が
参
加
。

女
性
協
方
針
と
新
役
員
体
制
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

日本国憲法が公布されて74年目をむかえた
11月3日、国会正門前では、「憲法が生きる
コロナ後の社会」を掲げた「総がかり行動実
行委員会」の大行動に3000人が参加し、「止
めよう！改憲発議」「許すな！9条改憲」等
のプラカードを掲げて訴えました。

第
50
回
女
性
代
表
者
会
議
は
、

メ
イ
ン
会
場
の
日
本
医
療
労
働
会

館
と
全
国
各
地
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

結
び
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
冒
頭
、
日
本
医
労
連
・
森

田
し
の
ぶ
中
央
執
行
委
員
長
は

「
過
去
最
高
の
防
衛
費
を
出
し
な

が
ら
コ
ロ
ナ
対
策
に
は
全
力
を
尽

く
さ
な
い
政
治
を
、
一
人
ひ
と
り

の
声
で
動
か
し
変
え
ま
し
ょ
う
。

医
療
・
介
護
職
場
だ
か
ら
こ
そ
人

権
意
識
を
高
く
も
っ
て
、
女
性
の

パ
ワ
ー
で
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
東

京
新
聞
社
会
部
記
者

の
望
月
衣
塑
子
さ
ん

が
行
い（
別
記
載
）、

基
調
報
告
は
、
川
上
真
理
事
務
局

長
が
、
こ
の
間
の
情
勢
や
コ
ロ
ナ

禍
の
労
働
実
態
報
告
、
新
年
度
の

方
針
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
川
上

事
務
局
長
は「
知
っ
て
知
ら
せ
て

職
場
を
変
え
る
3
Ｃ
と
、そ
の
実

現
の
た
め
、
喋
れ
ば
食
べ
れ
ば
、

学
び
行
動
す
れ
ば
、の
サ
ン
バ
を

継
続
し
ま
し
ょ
う
。第
50
回
の
女

性
代
表
者
会
議
は
初
の
オ
ン
ラ
イ

ン
実
施
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
先

の
50
年
も
女
性
の
笑
顔
と
力
で
、

社
会
と
職
場
を
変
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

分
散
会
で
は
、
6
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

全
体
会
で
の
分
散
会
報
告
で

は
、「
原
発
事
故
で
差
別
を
う
け
、

今
度
は
看
護
師
で
差
別
を
う
け
て

い
る
」
な
ど
の
厳
し
い
報
告
に
加

え
「
日
頃
の
組
合
学
習
の
お
か
げ

で
、
団
交
で
発
言
で
き
た
」
「
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
学
習
会
を
し
た
」
な
ど
、
創

意
工
夫
と
組
合
の
底
力
が
伝
わ
る

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
ま
と
め
で
川
上
事
務
局

長
は
「
く
ら
し
と
医
療
・
介
護
を

ま
も
る
に
た
め
に
は
、
し
っ
か
り

国
に
支
援
を
求
め
て
い
く
運
動
が

必
要
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
る

難
し
さ
は
あ
っ
て
も
、
仲
間
の
笑

顔
を
力
に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
」
と

ま
と
め
ま
し
た
。

最
後
に
斎
藤
文
子
副
議
長
が

「
女
性
の
発
想
は
無
限
大
。
コ
ロ

ナ
に
負
け
ず
笑
顔
で
女
性
協
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
し
閉
会
し
ま
し
た
。

菅
新
総
理
が
官
房
長
官
時
代

に
、
記
者
会
見
場
で
厳
し
く
追
及

を
し
た
の
が
東
京
新
聞
社
会
部
記

い

そ

こ

者
の
望
月
衣
塑
子
氏
で
す
。

講
演
で
、
望
月
さ
ん
は
、
権
力

と
対
峙
し
、
国
民
の
知
る
権
利
を

記
者
と
し
て
行
使
す
る
こ
と
が
、

メ
デ
ィ
ア
の
役
割
で
あ
る
と
し
た

上
で
、
学
術
会
議
任
命
拒
否
や
森

友
問
題
に
触
れ
、
こ
の
国
が
独
裁

政
治
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
ジ
ェ
ン
ダ

ー
視
点
か
ら
か
け
離
れ
た
日
本
の

政
治
に
対
し
て
も
、
多
様
な
人
々

が
生
き
や
す
い
社
会
を
呼
び
か
け

る
と
同
時
に
、
声
を
あ
げ
た
人
を

孤
立
さ
せ
な
い
、
権
力
が
隠
そ
う

と
す
る
も
の
に
は
、
連
帯
し
て
声

を
あ
げ
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

女
性
の

女
性
の

団結してたたかおう

民
医
連
・
生
協
労
組

民
医
連
・
生
協
労
組

2020

暮らしと権利、医療・介護・社会保障を守るため

全
国
交
流
集
会

全
国
交
流
集
会

望月 衣塑子氏

女性の立場・権利女性の立場・権利
東京新聞社会部記者

コロナ禍で問われるコロナ禍で問われる

山中部会長

記念講演記念講演

第50回
女性代表
者会議

第50回
女性代表
者会議

力力
笑顔と笑顔と

ででで

変
え
て
い
こ
う

変
え
て
い
こ
う

変
え
て
い
こ
う

▶山中部会長の団結ガンバローで集会を終えました

１１
月
３
日３０００人が大行動３０００人が大行動

改憲ＮＯ！改憲ＮＯ！

▶
女
性
協
で
取
り
組
ん
だ

ア
ピ
ー
ル
ボ
ー
ド

職場職場
社会と社会と
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●
「
医
療
労
働
者
」
1
7
4
1
号

よ
り
、
共
済
説
明
会
で
の
ス
イ
ー

ツ
バ
イ
キ
ン
グ
の
取
り
組
み
い
い

で
す
ネ
。
楽
し
い
企
画
、
大
賛
成

で
す
。（

岡
山
・
安
岡

満
利
子
）

●
「
医
療
労
働
者
」
1
7
4
1
号

の「
脈
路
」を
読
ん
で
同
感
で
す
。

（
愛
知
・
木
原

宮
子
）

●
今
年
は
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
年
に

な
り
ま
し
た
ね
。
こ
ん
な
時
こ
そ

契
約
社
員
の
私
た
ち
も
団
結
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
感
染
症

は
、
世
界
中
の
人
た
ち
に
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
ね
。

（
福
岡
・
森
脇

美
鈴
）

●
今
年
は
サ
ン
マ
が
高
騰
。
な
か

な
か
手
を
だ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が

思
い
切
っ
て
購
入
し
て
食
し
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
秋
の
味
覚
最
高
！

（
岩
手
・
寺
﨑

和
恵
）

●
「
イ
シ
ヤ
キ
イ
モ
」
時
期
で
す

ね
☆
こ
ん
な
に
も
手
が
か
か
ら
な

い
の
に
、
美
味
し
い
食
べ
物
は
無

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
ぐ
ら
い
、

美
味
し
い
で
す
よ
ね
。
待
っ
て
い

る
間
が
少
し
く
ら
い
寒
く
た
っ

て
、
歌
で
も
歌
っ
て
待
っ
て
い
ら

れ
ま
す
。
季
節
の
も
の
を
美
味
し

く
い
た
だ
く
。
あ
〜
、
年
を
取
っ

て
き
た
な
。（

長
野
・
ぷ
ー
さ
ん
）

日
本
医
労
連
保
育
対
策
委
員
会
は
１０
月
２９
日
、
厚
労
省
内
で
「
２
０
１
９
年
度
院
内

保
育
所
実
態
調
査
」
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
読
売
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
朝
日
な
ど
マ
ス

コ
ミ
４
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

院
内
保
育
所
で
は
た
ら
く

保
育
士
の
処
遇
改
善
急
務

調
査
結
果
の
概
要
と
し
て
、

院
内
保
育
所
で
企
業
委
託
が
進

ん
で
い
る
こ
と
、
保
育
時
間
の

長
時
間
化
が
常
態
化
し
て
い
る

こ
と
を
報
告
。
ま
た
、
院
内
保

育
所
で
は
た
ら
く
保
育
士
の
賃

金
を
厚
労
省
賃
金
構
造
基
本
統

計
調
査
（
平
成
31
年
）
の
保
育

士
、
幼
稚
園
教
諭
と
比
較
す
る

と
、
3
万
1
千
円
も
格
差
が
あ

り
、
処
遇
改
善
が
急
務
で
あ
る

こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

同
日
、調
査
結
果
を
も
と
に
、

よ
り
良
い
保
育
の
実
現
と
保
育

士
の
処
遇
改
善
を
求
め
、
厚
労

省
交
渉
を
実
施
。
医
政
局
と
子

ど
も
家
庭
局
か
ら
7
人
が
対
応

し
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
月
刊
「
医
療
労

働
」
10
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

【パズル解答】
1741号の答えは「イシヤキイモ」でした。正解者
の中から抽選でクオカードを贈呈します。

【応募方法】
①組合（病院）名、②職種、③氏名、④郵便番号、
⑤住所を記入し、解答を12／3（木）までにご応
募ください。「読者のページ」もご寄稿下さい。

【応募先】
〒110-0013 台東区入谷1-9-5
「日本医労連教育宣伝局」FAX03-3875-6270
e-mail : n-ask@irouren.or.jp

日
本
医
労
連
は
第
70
回

定
期
大
会
に
お
い
て
、
医

労
連
共
済
第
31
期
決
算
の

結
果
、
個
人
還
元
金
を
実

施
し
な
い
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

医
労
連
共
済
は
、
給
付

に
充
当
す
る
枠
（
掛
金
総

額
の
70
％
）
で
剰
余
が
出

た
場
合
、
個
人
還
元
金
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
第
31
期
も
引
き
続

き
医
療
共
済
の
給
付
超
過

（
▲
2
億
8
千
万
円
）
が

大
き
く
、
事
業
全
体
で
も

累
積
赤
字
が
膨
ら
ん
で
お

り
、
個
人
還
元
金
を
実
施

で
き
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
間
、
医
労
連
共
済

を
安
定
・
発
展
さ
せ
る
た

め
に
、
加
入
推
進
と
あ
わ

せ
て
、
医
療
共
済
の
掛
金

と
給
付
見
直
し
の
議
論
を

進
め
て
い
ま
す
。
掛
金
は

セ
ッ
ト
7
型
＋
医
療
16
口

が
月
3
千
円
、
給
付
の
見

直
し
は
医
労
連
共
済
の
魅

力
で
あ
る
休
業
給
付
の
連

続
5
日
以
上
か
ら
の
給
付

を
維
持
す
る
内
容
で
見
直

し
ま
す
。
個
人
還
元
金
の

実
施
も
制
度
の
安
定
が
不

可
欠
で
す
。
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
加
盟
組
合
（
全

国
組
合
・
県
医
労
連
）
と

単
組
・
支
部
へ
の
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
第
31
期
も

事
業
費
用
と
し
て
予
算
化

し
て
い
ま
す
の
で
実
施
し

ま
す
。
振
込
日
は
個
人
共

済
交
付
金
11
月
10
日
、
自

動
車
共
済
交
付
金
11
月
27

日
で
す
。

今
世
紀
最
大
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
・
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
発

生
後
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
よ

っ
て
瞬
く
間
に
拡
が
り
世
界

中
で
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま

す
。

感
染
症
で
最
悪
の
被
害
を

も
た
ら
す
可
能
性

三
大
感
染
症
の
年
間
死
者

数
は
、結
核
1
7
0
万
人（
2

0
1
6
年
）
、
マ
ラ
リ
ア
40

万
人（
2
0
1
8
年
）、エ
イ

ズ
69
万
人
（
2
0
1
9
年
）

で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
死
者
数

は
、
1
2
5
万
人
（
2
0
2

0
年
11
月
時
点
）
を
超
え
、

看
護
師
死
者
数
は
44
カ
国
1

0
0
0
人
超
（
国
際
看
護
師

協
会
8
月
14
日
時
点
）
で
す

が
、
実
死
者
数
は
更
に
多
い

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
猛
威
は
、
多
国
籍
企
業
が

国
境
を
越
え
て
地
球
規
模
で

経
済
活
動
を
展
開
し
て
き
た

行
為
や
、
自
由
貿
易
及
び
市

場
主
義
経
済
を
全
地
球
時
代

に
拡
大
さ
せ
て
き
た
事
が
原

因
で
す
。
今
、
必
要
な
の
は

世
界
各
国
が
一
丸
と
な
っ

て
、
早
急
な
感
染
拡
大
を
防

ぐ
政
策
と
、
再
流
行
に
対
す

る
対
応
を
行
う
事
で
す
。

世
界
で
最
も
影
響
力

の
あ
る
１
０
０
人

2
0
2
0
年
9
月
22
日
、

米
国
の
雑
誌
「
タ
イ
ム
」
が

「
世
界
で
最
も
影
響
力
の
あ

る
1
0
0
人
」
を
発
表
し
ま

し
た
。タ
イ
ム
は
、影
響
力
の

あ
る
人
物
を「
先
駆
者
」、「
芸

術
家
」、
「
巨
匠
」
、
「
著
名

人
」、
「
リ
ー
ダ
ー
」
の
5
分

類
に
分
け
て
い
ま
す
が
、
日

本
医
労
連
と
繋
が
り
の
あ
る

全
米
看
護
師
連
盟（
Ｎ
Ｎ
Ｕ
）

ボ
ニ
ー
・
カ
ス
テ
ィ
ロ
氏（
事

務
局
長
・
看
護
師
）
が
、
リ

ー
ダ
ー
部
門
の
一
人
で
選
出

さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す

る
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
は
、
労
働
組
合
に
と
っ

て
も
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

公
的
医
療
を
全
て
の
人
へ

Ｎ
Ｎ
Ｕ
は
、「
公
的
医
療
は

全
て
の
人
へ
」
の
た
め
の
運

動
を
続
け
て
い
る
全
米
最
大

の
看
護
師
労
働
組
合
で
す
。

2
0
1
3
年
世
界
看
護
師

連
盟
に
加
盟
後
は
、
緊
縮
経

済
、
民
営
化
、
公
衆
衛
生
へ

の
攻
撃
に
対
し
た
た
た
か
い

や
、
安
全
な
看
護
師
比
率
の

確
立
と
全
て
の
患
者
ケ
ア
の

改
善
の
他
、
新
自
由
主
義
的

方
針
、
貧
困
、
富
や
資
源
の

不
均
衡
、
公
務
員
へ
の
攻
撃

と
環
境
破
壊
に
反
対
し
、
政

府
に
対
し
て
も
積
極
的
な
要

請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

連
帯
す
れ
ば
変
え
る

こ
と
が
で
き
る

2
0
1
9
年
9
月
、
Ｎ
Ｎ

Ｕ
主
催
の
世
界
看
護
師
連
帯

集
会
が
米
国
で
開
催
さ
れ
、

日
本
医
労
連
は
、
Ｎ
Ｎ
Ｕ
か

ら
招
待
を
受
け
会
議
に
参
加

し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
世
界
中
の
仲

間
と
（
1
6
0
0
人
）
「
国

は
違
っ
て
も
看
護
師
は
『
公

的
医
療
の
改
悪
』
『
劣
悪
な

労
働
環
境
』
『
低
賃
金
』
等

共
通
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
、そ
の
根
本
的
原
因
は『
新

自
由
主
義
』
『
資
本
主
義
社

会
』
に
よ
る
生
産
性
向
上
と

利
益
追
求
に
あ
る
。
そ
の
大

き
な
壁
に
向
か
っ
て
、
世
界

中
の
仲
間
が
連
帯
を
す
れ
ば

変
え
る
こ
と
が
出
来
る
ん

だ
。
」
と
い
う
こ
と
を
確
認

し
合
い
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
の
行
動
が

国
を
動
か
す

Ｎ
Ｎ
Ｕ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
改
善
を
求
め
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
や

米
政
府
へ
の
要
請
と
、
コ
ロ

ナ
関
連
の
調
査
や
、
感
染
で

命
を
落
と
し
た
看
護
師
1
6

4
人
分
の
靴
を
ワ
シ
ン
ト
ン

連
邦
議
会
前
で
の
追
悼
行
動

と
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
前
で
の

白
衣
行
動
を
含
む
1
5
0
0

超
の
行
動
は
、
行
政
を
動
か

す
力
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

連
帯
と
団
結
で

国
を
動
か
そ
う

日
本
も
様
々
な
制
約
が
あ

り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の

行
動
は
必
ず
結
果
に
繋
が
り

ま
す
。
こ
の
秋
開
始
し
た

「
い
の
ち
ま
も
る
国
会
請
願

署
名
」
は
、
す
べ
て
の
労
働

者
・
国
民
が
安
心
し
て
暮
せ

る
社
会
の
実
現
の
た
め
の
重

要
な
取
り
組
み
で
す
。
署
名

を
通
し
て
、
今
こ
そ
、
共
に

連
帯
と
団
結
を
し
、
国
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

寺
園
通
江

パンデミックの今こそ、連帯と団結をしよう

「
院
内
保
育
所
実
態
調
査
」記
者
発
表

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
安
心
・
安
全
の
保
育
を

個人還元金はありません 交付金は１１月実施


